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寺
崎
修
教
授
略
歴

略

歴

寺崎修教授略歴・主要業績

昭
和
二

O
年
一
二
月
二
四
日

昭
和
三
三
年
三
月

昭
和
三
六
年
三
月

昭
和
三
九
年
三
月

昭
和
四
三
年
三
月

昭
和
四
五
年
三
月

昭
和
五
二
年
四
月

昭
和
五
三
年
四
月

昭
和
五
七
年
四
月

昭
和
六
O
年

四

月

昭
和
六
一
年
四
月

昭
和
六
一
年
四
月

昭
和
六
二
年
九
月

石
川
県
七
尾
市
に
生
ま
れ
る

東
京
都
世
田
谷
区
立
烏
山
北
小
学
校
卒
業

成
験
中
学
校
卒
業

成
陵
高
等
学
校
卒
業

慶
謄
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

慶
麿
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

中
部
女
子
短
期
大
学
専
任
講
師
（
昭
和
五
三
年
三
月
ま
で
）

駒
沢
大
学
法
学
部
専
任
講
師
（
昭
和
五
七
年
三
月
ま
で
）

駒
沢
大
学
法
学
部
助
教
授
（
昭
和
六
三
年
三
月
ま
で
）

慶
慮
義
塾
大
学
訪
問
講
師
（
昭
和
六
一
年
三
月
ま
で
）

大
妻
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
（
昭
和
六
三
年
三
月
ま
で
）

慶
謄
義
塾
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
（
昭
和
六
三
年
三
月
ま
で
）

法
学
博
士
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
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昭
和
六
三
年

平

成

六

年

七

月

平

成

九

年

四

月

平

成

九

年

四

月

平

成

九

年

四

月

平
成
一
五
年
二
月

平
成
一
五
年
一
二
月

平
成
二

O
年

四

月

平
成
二

O
年

四

月

平
成
二

O
年

四

月
四
月

学
会
活
動
等

平

成

四

年

四

月

平
成
四
年
一

O
月

平

成

六

年

五

月

平
成
八
年
一

O
月

平
成
一

O
年

二

月

平
成
一
一
年
五
月

平
成
一
四
年
五
月

平
成
一
六
年
一
一
一
月

駒
沢
大
学
法
学
部
教
授
（
平
成
九
年
三
月
ま
で
）

学
校
法
人
武
蔵
野
女
子
学
院
理
事
（
現
在
に
至
る
）

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
（
平
成
二

O
年
三
月
ま
で
）

慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
（
平
成
二

O
年
三
月
ま
で
）

駒
沢
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
一
一
年
三
月
ま
で
）

慶
慮
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
（
平
成
二

O
年
三
月
ま
で
）

慶
謄
義
塾
大
学
法
学
部
司
法
研
究
室
所
長
（
平
成
一
七
年
一

O
月
ま
で
）

慶
鷹
義
塾
大
学
名
誉
教
授
（
現
在
に
至
る
）

慶
慮
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
（
現
在
に
至
る
）

武
蔵
野
大
学
長
（
現
在
に
至
る
）

法
制
史
学
会
理
事
（
平
成
六
年
三
月
ま
で
）

日
本
政
治
学
会
理
事
（
現
在
に
至
る
）

日
本
選
挙
学
会
理
事
（
平
成
一

O
年
四
月
ま
で
）

日
本
法
政
学
会
理
事
（
現
在
に
至
る
）

『
福
沢
諭
古
書
簡
集
』
編
集
委
員
（
平
成
一
五
年
一
月
ま
で
）

社
団
法
人
福
沢
諭
吉
協
会
理
事
（
平
成
一
四
年
四
月
ま
で
）

社
団
法
人
福
沢
諭
吉
協
会
常
務
理
事
（
現
在
に
至
る
）

『
慶
麿
義
塾
一
五

O
年
史
資
料
集
』
編
纂
委
員
（
現
在
に
至
る
）
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寺
崎
修
教
授
主
要
業
績

著

書

（
単
著
）

『
明
治
自
由
党
の
研
究
』
上
巻
・
下
巻

『
自
由
民
権
運
動
の
研
究
｜
急
進
的
自
由
民
権
家
の
軌
跡
｜
』
（
慶
麿
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
七
七
）

慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会

慶
謄
通
信

昭
和
六
二
年

平
成
二

O
年

（
編
著
）

「
福
沢
諭
吉
著
作
集
』
第
七
巻

『
近
代
日
本
の
政
治
』
（
シ
リ
ー
ズ
日
本
の
政
治
第
二
巻
）

『
福
沢
諭
吉
の
思
想
と
近
代
化
構
想
』
出
。
。
開
ー
の
の
の
叢
書
第
三

O
巻

慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会

法
律
文
化
社

慶
謄
義
塾
大
学
出
版
会

平
成
一
五
年

平
成
一
八
年

平
成
二

O
年

（
共
著
）

「
基
礎
政
治
学
』

『
政
治
学
概
論
』

北
樹
出
版
昭
和
五
四
年

北
樹
出
版
平
成
四
年

513 
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（
共
編
）

『
手
塚
豊
著
作
集
』
第
一
巻
l
第
一

O
巻

『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
一
巻

i
第
九
巻

『
福
沢
諭
吉
の
手
紙
』

『
戦
前
日
本
の
政
治
と
市
民
意
識
』
出
。
。
開
ー
の
の
の
叢
書
第
九
巻

【
論
文
】

「
大
本
営
陸
軍
部
の
一
資
料
よ
り
み
た
ソ
連
の
対
日
参
戦
問
題
に
つ
い
て
」
「
法
学
研
究
』
第
五
一
巻
第
五
号
（
慶
慮
義
塾
大
学
）

「
明
治
二
十
年
・
池
島
事
件
の
一
考
察
（
こ
（
二
）
」
『
法
学
研
究
』
第
五
三
巻
第
六
、
七
号
（
慶
麿
義
塾
大
学
）

「
明
治
十
六
年
・
地
方
巡
察
使
の
研
究
」
（
利
光
三
津
夫
、
藤
田
弘
道
氏
と
共
作
）

「
法
学
研
究
』
第
五
四
巻
第
三
号
（
慶
慮
義
塾
大
学
）

「

自

由

民

権

運

動

史

上

に

お

け

る

児

島

稔

」

『

政

治

学

論

集

』

第

一

四

号

（

駒

沢

大

学

）

「
自
由
党
の
解
党
に
つ
い
て
」
手
塚
豊
編
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
第
一
巻
（
北
樹
出
版
）

「
明
治
十
七
年
・
星
亨
官
吏
侮
辱
事
件
の
一
考
察
」
「
政
治
学
論
集
』
第
二
ハ
号
（
駒
沢
大
学
）

「
静
岡
の
自
由
民
権
家
・
鈴
本
音
高
小
伝
」
手
塚
豊
編
「
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
第
二
巻
（
北
樹
出
版
）

「
い
わ
ゆ
る
『
一
般
的
大
動
乱
』
計
画
に
つ
い
て
」
『
創
立
二
一
五
年
記
念
論
文
集
』
法
学
政
治
学
関
係

「
名
古
屋
事
件
の
殉
難
志
士
と
出
獄
者
の
氏
名
に
つ
い
て
」
「
東
海
近
代
史
研
究
会
会
報
』
第
二
一
、
二
二
号

「
自
由
党
の
成
立
（
明
治
十
四
年
）
と
自
由
党
地
方
部
」
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慶
麿
通
信
昭
和
五
七
年
｜
平
成
六
年

岩
波
書
店
平
成
二
孟

l
一
五
年

岩
波
書
店
平
成
一
六
年

慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
平
成
一
七
年

手
塚
豊
編
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
第
三
巻
（
北
樹
出
版
）

昭
和
五
三
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
九
年

昭
和
五
九
年
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「

政

治

史

と

資

料

批

判

」

堀

江

湛

他

編

『

政

治

学

の

方

法

と

ア

プ

ロ

ー

チ

』

（

学

陽

書

房

）

「
明
治
十
四
年
・
自
由
党
集
会
条
例
違
反
事
件
の
一
考
察
」

手
塚
豊
編
「
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
第
四
巻
（
北
樹
出
版
）
昭
和
六
O
年

「
板
垣
退
助
の
外
遊
と
自
由
党
（
ご
（
二
）
」
『
政
治
学
論
集
』
第
二
二
、
二
三
号
（
駒
沢
大
学
）
昭
和
六
O
年
、
六
一
年

「
自
由
民
権
運
動
史
上
に
お
け
る
村
松
愛
蔵

l
飯
田
事
件
を
中
心
に
｜
」
『
法
学
論
集
」
第
三
三
号
（
駒
沢
大
学
）
昭
和
六
一
年

「
自
由
党
幹
事
林
包
明
小
伝
」
手
塚
豊
編
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
第
五
巻
（
北
樹
出
版
）
昭
和
六
一
年

「
加
波
山
事
件
の
裁
判
に
つ
い
て
ー
そ
の
経
緯
を
中
心
に
｜
」
手
塚
豊
編
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
第
六
巻
（
北
樹
出
版
）
昭
和
六
二
年

「
名
古
屋
、
静
岡
事
件
関
係
者
の
公
権
回
復
に
つ
い
て
」
『
東
海
近
代
史
研
究
』
第
一

O
号
（
東
海
近
代
史
研
究
会
）
昭
和
六
三
年

「
有
罪
確
定
後
の
加
波
山
事
件
関
係
者
」
手
塚
豊
編
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
第
七
巻
（
北
樹
出
版
）
平
成
元
年

「
急
進
的
自
由
民
権
論
者
の
政
治
思
想
」
中
村
勝
範
編
「
近
代
日
本
政
治
の
諸
相
」
（
慶
麿
通
信
）
平
成
元
年

「
自
由
民
権
運
動
史
上
に
お
け
る
富
松
正
安
」
『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
三
号
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
平
成
元
年

「
明
治
十
七
年
・
加
波
山
事
件
の
附
帯
犯
に
つ
い
て
」
手
塚
豊
編
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
第
八
巻
（
北
樹
出
版
）
平
成
二
年

」
向
。
話
回
ω《出
S
Z
E
任
。
司
。
唱
ロ
E
一E
m
F
Z
富
。
〈
O
B
O
E
i。当

aso明
日
宮

g『
ョ

k
F
ハU
吋，
K
F
〉
印
同
K
F同，
H
A
U
k
r
・
z。・日匂（同，
vo
同，。町。。

mww巳
）
。
。
件
。

V
2
5山田
｛
）

『
法
学
研
究
』
第
六
四
巻
第
一
号
（
慶
慮
義
塾
大
学
）

手
塚
豊
編
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
第
九
巻
（
北
樹
出
版
）

坂
野
潤
治
編
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店
）

『
法
学
研
究
』
第
六
八
巻
第
一
号
（
慶
慮
義
塾
大
学
）

「
法
学
論
集
」
第
五
O
号
（
駒
沢
大
学
）

『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
一
一
一
一
（
福
沢
諭
吉
協
会
）

昭
和
五
九
年

「
酒
屋
会
議
撒
文
事
件
の
裁
判
に
つ
い
て
」

「
保
安
条
例
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
」

「
反
体
制
野
党
か
ら
体
制
内
野
党
へ
｜
自
由
党
」

「
立
志
学
舎
と
慶
慮
義
塾
｜
派
遣
教
師
を
中
心
に
｜
」

「
自
由
民
権
家
の
出
獄
と
公
権
回
復
i
大
阪
事
件
関
係
者
の
場
合
｜
」

「
保
安
条
例
と
福
沢
諭
吉
」

平
成
三
年

平
成
三
年

平
成
五
年

平
成
七
年

平
成
七
年

平
成
七
年
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「
徴
兵
令
と
慶
慮
義
塾
」
笠
原
英
彦
・
玉
井
清
編
『
日
本
政
治
の
構
造
と
展
開
』
（
慶
麿
義
塾
大
学
出
版
会
）
平
成
一

O
年

「
自
由
民
権
運
動
史
上
に
お
け
る
広
瀬
重
雄
」
『
法
学
研
究
』
第
七
三
巻
第
一
号
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
平
成
二
一
年

「
福
沢
諭
吉
と
裁
判
l
明
治
十
五
年
・
売
薬
営
業
致
損
事
件
｜
」

安
西
敏
三
他
編
『
福
沢
諭
吉
の
法
思
想
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
）
平
成
一
四
年
一

「
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
と
大
井
憲
太
郎
ー
そ
の
選
挙
人
・
被
選
挙
人
資
格
を
め
ぐ
っ
て
｜
」

日
本
法
政
学
会
編
『
現
代
政
治
学
の
課
題
』
（
成
文
堂
）
平
成
一
八
年
一

「
日
本
政
治
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
寺
崎
修
編
著
『
近
代
日
本
の
政
治
』
（
法
律
文
化
社
）
平
成
一
八
年

「

自

由

民

権

運

動

の

展

開

」

寺

崎

修

編

著

『

近

代

日

本

の

政

治

』

（

法

律

文

化

社

）

平

成

一

八

年

「
福
沢
諭
吉
の
政
治
構
想
」

寺
崎
修
編
著
「
福
沢
諭
吉
の
思
想
と
近
代
化
構
想
』
自
の
。
開
ー
の
の
の
叢
書
第
三

O
巻
（
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
）
平
成
二

O
年
一

「
福
沢
門
下
の
自
由
民
権
運
動
家
｜
草
間
時
福
小
伝

l
」
「
近
代
日
本
研
究
』
第
二
四
巻
（
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
）
平
成
二

O
年

｛
資
料
｝

「
自
由
党
静
岡
事
件
に
関
す
る
新
資
料
」
（
手
塚
豊
氏
と
共
作
）
「
法
学
研
究
』
第
五
五
巻
第
二
号
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
昭
和
五
七
年
一

「
自
由
党
静
岡
事
件
の
新
資
料
二
篇
」
（
手
塚
豊
氏
と
共
作
）
「
法
学
研
究
』
第
五
五
巻
第
九
号
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
昭
和
五
七
年
一

「
静
岡
県
山
岡
昂
三
家
旧
蔵
資
料
｜
拙
稿
鈴
木
音
高
小
伝
の
補
訂
を
か
ね
て
｜
」
『
政
治
学
論
集
』
第
二

O
号
（
駒
沢
大
学
）
昭
和
五
九
年
一

『
東
海
近
代
史
研
究
』
第
六
号
（
東
海
近
代
史
研
究
会
）
昭
和
五
九
年
一

「
法
学
論
集
」
第
三
二
号
（
駒
沢
大
学
）
昭
和
六
一
年

『
法
学
論
集
」
第
三
七
号
（
駒
沢
大
学
）
昭
和
六
三
年

「
自
由
党
名
古
屋
事
件
関
係
者
の
獄
中
行
状
録
」

「
自
由
党
役
員
名
簿
と
同
党
大
会
出
席
者
名
簿
」

「
加
波
山
事
件
大
審
院
判
決
書
」



「
井
出
孫
六
・
我
部
政
男
・
比
屋
根
照
夫
・
安
在
邦
夫
『
自
由
民
権
機
密
探
偵
史
料
集
』
（
一
三
書
房
）
」

『
法
学
研
究
』
第
五
五
巻
第
四
号
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
昭
和
五
七
年

『
産
業
研
究
』
第
二
八
巻
第
一
号
（
高
崎
経
済
大
学
）
平
成
四
年

「
日
本
歴
史
』
第
五
四
七
号
（
吉
川
弘
文
館
）
平
成
五
年

「
法
学
研
究
』
第
七
一
巻
第
二
号
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
平
成
一

O
年

『
選
挙
研
究
」
第
一
七
号
（
日
本
選
挙
学
会
）
平
成
一
四
年

『
日
本
歴
史
』
第
六
四
八
号
（
吉
川
弘
文
館
）
平
成
一
四
年

『
政
治
学
論
集
』
第
三
四
号
（
駒
沢
大
学
）

「
法
学
論
集
」
第
四
九
号
（
駒
沢
大
学
）

『
駒
沢
大
学
法
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
四
号
（
駒
沢
大
学
）

『
政
治
学
論
集
』
第
四
三
号
（
駒
沢
大
学
）

『
政
治
学
論
集
』
第
四
四
号
（
駒
沢
大
学
）

「
明
治
憲
法
発
布
の
大
赦
令
関
係
資
料
」

「
明
治
二
十
五
年
・
選
挙
干
渉
事
件
の
新
資
料
」

「
高
知
県
自
由
党
沿
革
」

「
政
党
政
社
取
調
書
｜
明
治
十
五
年
十
月
調
査
｜
」

「
演
説
者
取
調
書
｜
明
治
十
五
年
十
月
調
査

i
」

「
史
料
機
密
探
偵
報
告
書
／
福
沢
派
の
動
静
ほ
か
」
（
都
倉
武
之
氏
と
共
作
）

『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
一
一
一
一

（
福
沢
諭
吉
協
会
）

書

評】

寺崎修教授略歴・主要業績

「
楠
精
一
郎
『
明
治
立
憲
制
と
司
法
官
』
（
慶
麿
通
信
）
」

「
米
原
謙
「
植
木
枝
盛
』
（
中
央
公
論
社
）
」

「
大
麻
唯
男
伝
記
研
究
会
編
『
大
麻
唯
男
』
（
桜
田
会
）
」

「
山
田
央
子
『
明
治
政
党
論
史
』
（
創
文
社
）
」

「
稲
田
雅
洋
「
自
由
民
権
の
文
化
史
』
（
筑
摩
書
房
）
」

「
安
在
邦
夫
・
田
崎
公
司
『
自
由
民
権
の
再
発
見
』
（
日
本
経
済
評
論
社
）
」

『
日
本
歴
史
』
第
七
二
三
号
（
吉
川
弘
文
館
）

平
成
三
年

平
成
六
年

平
成
八
年

平
成
八
年

平
成
八
年

平
成
二
ハ
年

平
成
二

O
年
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「
加
波
山
事
件
の
再
検
討
ー
そ
の
処
理
過
程
を
中
心
に
｜
」

「
自
由
党
の
活
動
と
土
佐
派
」

「
加
波
山
事
件
関
係
者
の
特
赦
と
名
誉
回
復
に
つ
い
て
」

「
立
志
学
舎
と
慶
慮
義
塾
」

「
明
治
十
年
代
の
文
部
省
と
慶
慮
義
塾

l
私
学
冷
遇
政
策
の
沿
革
｜
」

「
密
偵
か
ら
み
た
初
期
交
詞
社
」

「
福
沢
諭
吉
の
近
代
化
構
想
｜
天
皇
・
議
会
・
内
閣
・
地
方
制
度
を
中
心
に
｜
」

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設
二
五
年
記
念
講
演
会
（
於
慶
慮
義
塾
大
学
）

「
鈴
木
貫
太
郎
」
「
憲
兵
」
「
戒
厳
令
」
「
慶
麿
義
塾
」
「
小
磯
国
昭
」
ほ
か

「
万
有
百
科
大
辞
典
』
第
五
、
六
巻
（
小
学
館
）
昭
和
四
八
年
、
四
九
年

『
防
衛
ア
ン
テ
ナ
』
第
一
六
六
号
（
防
衛
庁
）
昭
和
四
九
年

『
日
本
人
名
大
事
典
現
代
』
（
平
凡
社
）
昭
和
五
四
年

『
別
冊
太
陽
・
慶
慮
義
塾
百
人
』
（
平
凡
社
）
昭
和
五
五
年

『
三
田
評
論
』
第
八
O
五
号
（
慶
藤
義
塾
）
昭
和
五
五
年

『
日
本
大
百
科
全
書
』
第
一
七
巻
（
小
学
館
）
昭
和
六
二
年

『
自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り
』
（
三
省
堂
）
平
成
元
年

法学研究82巻2号（2009:2) 

【
研
究
発
表
】

【
そ
の
他
｝

「
日
本
の
安
全
保
障
を
考
え
る
」

「
塚
原
俊
郎
」
「
田
子
一
民
」
ほ
か

「
犬
養
毅
」

「
英
国
軍
艦
レ
ナ
ウ
ン
号
の
こ
と
」

「
日
独
伊
三
国
防
共
協
定
」
「
日
独
伊
三
国
同
盟
」
ほ
か

「
自
由
党
の
活
動
と
土
佐
派
」
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日
本
政
治
学
会
（
於
日
本
大
学
）
昭
和
六
二
年

自
由
民
権
百
年
第
三
回
全
国
集
会
（
於
高
知
女
子
大
学
）
昭
和
六
二
年

法
制
史
学
会
第
二
二
六
回
東
京
部
会
（
於
法
政
大
学
）
昭
和
六
三
年

梧
陰
文
庫
研
究
会
（
於
園
学
院
大
学
）
平
成
八
年

福
沢
諭
吉
協
会
（
於
交
詞
社
）
平
成
二
年

交
詞
社
（
於
交
拘
社
）
平
成
一
八
年

平
成
二

O
年
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「

激

化

民

権

と

裁

判

記

録

」

平

成

元

年

「

植

木

枝

盛

自

叙

伝

の

信

濃

性

」

平

成

二

年

「
閲
覧
停
止
の
国
立
公
文
書
館
記
録
ー
白
由
民
権
運
動
研
究
者
の
一
発
言
｜
」

「
地
方
史
研
究
』
第
二
三
七
号
（
地
方
史
研
究
協
議
会
）
平
成
四
年
一

「

稲

垣

示

」

「

栗

原

亮

こ

「

静

岡

事

件

」

「

名

古

屋

事

件

」

「

自

由

党

」

ほ

か

一

『
日
本
史
大
事
典
』
全
七
巻
（
平
凡
社
）
平
成
四
年
1
六
年
一

「
『
民
情
一
新
』
『
国
会
論
』
『
時
事
小
言
』
を
読
む
会
に
参
加
し
て
」
『
福
沢
手
帖
』
第
七
八
号
（
福
沢
諭
吉
協
会
）
平
成
五
年
一

「
小
林
樟
雄
」
「
富
松
正
安
」
「
馬
場
辰
猪
」
「
村
野
常
右
衛
門
」
ほ
か
「
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
」
（
朝
日
新
聞
社
）
平
成
六
年

「
立
国
原
理
の
喪
失
と
官
民
札
際
」
坂
野
潤
治
編
『
歴
史
を
読
み
な
お
す
」
第
二
一
巻
（
朝
日
新
聞
社
）
平
成
七
年

「
共
和
演
説
事
件
一

O
O年
」

『

三

色

旗

』

第

五

九

八

号

（

慶

慮

義

塾

大

学

通

信

教

育

部

）

平

成

一

O
年

「
最
初
の
全
国
的
政
党
の
成
立
と
崩
壊
｜
自
由
党
小
史
｜
」
『
三
色
旗
』
第
六
O
四
号
（
慶
慮
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
）
平
成
一

O
年

「
国
会
開
設
運
動
」
「
自
由
党
と
立
憲
改
進
党
」
『
日
本
近
現
代
史
研
究
事
典
』
（
東
京
堂
出
版
）
平
成
一
一
年

「
明
治
十
年
代
の
文
部
省
と
慶
鷹
義
塾
｜
私
学
冷
遇
政
策
の
沿
革
｜
」
『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
一
一
六
（
福
沢
諭
吉
協
会
）
平
成
二
年
一

「

徳

島

慶

慮

義

塾

と

阿

波

自

助

社

」

『

歴

史

地

名

通

信

』

四

二

（

平

凡

社

）

平

成

二

一

年

「

自

由

民

権

運

動

」

「

民

選

議

院

設

立

建

白

書

」

「

立

志

社

」

「

愛

国

社

」

「

飯

田

事

件

」

ほ

か

一

『
日
本
史
事
典
」
（
朝
倉
書
店
）
平
成
一
一
一
一
年
一

「
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
の
な
か
の
僧
侶
た
ち
」
『
福
沢
手
帖
』
第
一
一
八
号
（
福
沢
諭
吉
協
会
）
平
成
一
五
年

「

明

治

自

由

党

の

研

究

」

『

日

本

史

文

献

事

典

』

（

弘

文

堂

）

平

成

一

五

年

「

福

沢

諭

吉

の

政

治

論

」

『

三

田

評

論

」

第

一

O
六
五
号
（
慶
慮
義
塾
）
平
成
一
六
年

「
犬
養
毅
と
尾
崎
行
雄
｜
慶
慮
義
塾
か
ら
政
界
へ
｜
」
『
三
田
評
論
』
第
一

O
七
二
号
（
慶
慮
義
塾
）
平
成
一
六
年

「
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
当
選
者
た
ち
｜
福
沢
門
下
の
政
治
家
群
像
i
」

坂
野
潤
治
編
『
歴
史
の
読
み
方
』
第
七
巻
（
朝
日
新
聞
社
）

『
月
報
』
植
木
枝
盛
集
第
四
巻
（
岩
波
書
店
）



2) 

『
三
田
評
論
」
第
一

O
七
三
号
（
慶
慮
義
塾
）
平
成
一
六
年
一

「

雪

池

忌

」

『

三

色

旗

』

第

六

八

三

号

（

慶

鷹

義

塾

大

学

通

信

教

育

部

）

平

成

一

七

年

「
『
近
代
日
本
研
究
』
の
過
去
と
現
在
」
『
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
通
信
」
第
二
号
（
慶
麿
義
塾
）
平
成
一
七
年

「

密

偵

か

ら

み

た

初

期

交

詞

社

」

『

交

詞

雑

誌

」

復

刊

四

九

四

（

交

詞

社

）

平

成

一

八

年

「

福

沢

諭

吉

の

民

権

論

」

『

三

色

旗

」

第

七

O
九
号
（
慶
麿
義
塾
大
学
通
信
教
育
部
）
平
成
一
九
年

「
明
治
十
五
年

l
『
時
事
新
報
』
の
創
刊
、
早
稲
田
の
創
立
」
『
三
田
評
論
』
第
二

O
O
号
（
慶
麿
義
塾
）
平
成
一
九
年

「
福
沢
諭
吉
（
一
八
三
五
｜
一
九
O
一

）

」

榎

本

隆

充

ほ

か

編

『

榎

本

武

揚

』

（

藤

原

書

店

）

平

成

二

O
年

「
福
沢
諭
吉
の
近
代
化
構
想
｜
天
皇
・
議
会
・
内
閣
・
地
方
制
度
を
中
心
に
｜
」

『
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
九
号
（
慶
慮
義
塾
）
平
成
二

O
年
一
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